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1.1 はじめに 

 大規模な地震が発生すると山地において斜面崩壊が

多発する傾向が過去の事例から見られる 1)が、すべての

斜面で崩壊が発生するわけではなく、崩壊しやすい斜

面には共通する特徴があるものと考えられる。 

 そこで国土技術政策総合研究所（国総研）では、山

地斜面が地震動を受けた際の相対的な崩壊危険度を評

価するため、平成 7 年兵庫県南部地震における崩壊実

績をもとに、「地震による斜面崩壊危険度評価判別式」

（以下、「判別式」という）を開発した 2)。次式に示す。 

F = 0.075I － 8.9C ＋ 0.0056A － 3.2 

 ここに、I：斜面勾配（°）、C：斜面平均曲率、A：

地震動の最大加速度（cm/s2）。 

 この式は、斜面勾配、斜面の平均曲率、地震動の最

大加速度という一般に入手可能なデータを用い、過去

に地震による崩壊実績がない箇所においても崩壊危険

度を簡便に評価できるものである。 

国総研では、これまで平成 7 年兵庫県南部地震から

平成 20 年岩手・宮城内陸地震（以下、「岩手宮城地震」

という）までの主要な 8 地震を対象に判別得点と崩壊

実績の比較を行い、判別式によって一定の精度で崩壊

危険度を評価できることを確認してきた 3)。しかしなが

ら、上記 8 地震には海溝型地震が含まれておらず、ま

た各地震における対象地域も比較的狭い範囲であった

ことから、判別式の海溝型地震への適用性や広域を対

象とした際の精度について検証が不十分であった。 

そこで本検討では、内陸型地震である岩手宮城地震

および海溝型地震である平成 23年東北地方太平洋沖地

震（以下、「東北地震」という）によって斜面崩壊が発

生した地域を対象に判別得点を算出し実績崩壊との比

較を行うことにより、判別式の適用性を検証した。 

1.2 既往地震に関するデータ整理 

1.2.1 東北地方太平洋沖地震による崩壊地の判読 

 東北地震において斜面崩壊が多発した栗駒山周辺の

地域を対象に崩壊地判読を行った。この地域は岩手宮

城地震でも崩壊が集中した地域であり、地震直後の平

成 20 年および 2 年後の平成 22 年にも崩壊地判読を行

っていることから対象地として選定した。崩壊地判読

結果を図-1.1 に、各時期における崩壊状況を表-1.1 に示

す。 

 
図-1.1 栗駒地域における崩壊地判読結果 

表-1.1 栗駒地域における各時期の崩壊状況 

 

崩壊発生数は岩手宮城地震の約 2000 箇所に対し東

北地震350箇所と極端に少ないことが明らかとなった。 

1.2.2 既往地震の地震動特性の整理 

 既往地震について、各種資料より最大加速度、周期

等の地震動特性を整理した。表-1.2 に岩手宮城地震と

東北地震についての整理結果を示す。表-1.2 からも分

かる通り、最大加速度は岩手宮城地震の方が大きいが、

周期については大きな差はなかった。 

表-1.2 各地震の地震動特性 

 

1.3 判別式の適用性に関する検討 

1.3.1 判別得点と崩壊実績との関係整理 

 東北地震において崩壊が特に集中した範囲（図-1.1

の黒枠部分）を対象に試算的に判別式を適用したとこ

ろ、実績崩壊との相関性は明瞭ではなかった。これは、

表-1.1 にもある通り東北地震では崩壊発生数、崩壊面

積率ともに非常に小さかったために明確な傾向が表れ

なかったものと考えられる。 

1.3.2 判別得点と地震後一定期間の崩壊との関係整理 

崩壊数 崩壊面積 崩壊面積率

（H20）岩手宮城地震による崩壊 2,069 3,217,400 0.878%

（H22）岩手宮城地震後2年間の崩壊 825 1,010,838 0.276%

（H23）東北地震による崩壊 350 148,593 0.041%

岩手・宮城内陸地震 東北地方太平洋沖地震

発生日 2006/6/14 2011/3/11

最大加速度（Gal） 4022（一関西） 2933（築館）

周期（s） 0.1-0.2 0.1-0.2

継続時間（s） 30 100

× 東北地震 

 による崩壊地
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